
 

 

Ⅰ 共テリスニング 第 1 問・第 2 問の失点原因チェックシート  
まずは、あなたが以下のどの状態に陥っているかを確認してください。多くは①と②の併発です。 

 
 

 

Ⅱ 共テリスニング 具体的な改善トレーニング（指導法） 
原因に合わせた以下のステップを踏むことで、短期間でも劇的に改善します。 

単語帳を目で見るだけでなく、「音を聴いて真似して発音する」練習が必要です。 

改善ワーク：ディクテーション（書き取り） 

第 1 問・第 2 問の過去問や予想問題の音声を使い、1 文ごとに止めてスクリプトを書き取ります。 

効果: 「消える音（an hour ➔ アナワーなど）」や「つながる音」が可視化され、自分の耳がどこを誤認している

かが一発で分かります。 

返り読みを矯正し、聴こえてきた順番に意味を理解する脳を作ります。 

失点している原因・理由 生徒の脳内で起きていること

①
音の「文字化」ができていない

（知っている単語なのに聞き取れない）

英語特有の「音声変化（リンキング）」に対応できず、流れ

た音が知っている単語と結びついていない。

②
脳内日本語訳のスピード不足

（意味を考えている間に次へ進む）

英文を「後ろから返り読み」して日本語に訳そうとしている

ため、2回目の音声が終わっても処理が追いつかない。

③
先読み（準備）ができていない

（何を聴けばいいか分からない）

設問やイラストを事前に見ずに音声を聴き始めている。また

は、視覚情報（イラスト）の「差分」に注目できていない。

④
1問のミスを引きずっている

（メンタル・集中力の崩壊）

わからない問題があったときに執着してしまい、次の問題の

先読み時間を失うドミノ倒しが起きている。



改善ワーク：シャドーイング ＋ 意味の塊（チャンク）意識 

スクリプトを見ながら、音声の 0.5 秒後ろを追いかけて発音します。 

その際、学校の授業でやるような綺麗な日本語にするのではなく、「主語は / 動詞した / 〜を / どこどこで」と

いう英語の語順のまま頭にイメージを浮かべる訓練を徹底します。 

第 1 問・第 2 問は、音声が流れる前の「5 秒〜10 秒」で勝負の 8 割が決まります。 

イラスト問題（第 2 問）の対策 

4 つのイラストをパッと見て、「何が違うか（服の色、持っている物、位置関係など）」の差分に〇をつけます。 

切り替えの割り切り 

1 つの問題が終わったら、正解が分からなくても即座にマークして次の問題の選択肢を見るルーティンを徹

底してください。 

南校舎２階の西棟間通路には・・・このような掲示がされています♪ 

これから本格的に共通テストの演習に入ります。「何をどれだけ伸ばすか（伸ばさなきゃならないか）」を自覚して

演習すると効果は「倍」です。ここからが勝負。リスニング上げたい組はもう一度しっかり読み直そう。 


